
あれ！認知症かも？と思ったとき3

　家族が認知症ではないかと気づいたきっかけとして、「同じことを何度も言ったり、聞いたりする
ようになった」と回答した人が約半数、「置き忘れ、しまい忘れが多くなった」や「お金の管理がで
きなくなった」と回答した人が、それぞれ3割以上となっています。
　ちょっとしたことが思い出せないといった「もの忘れ」も、加齢によるものと認知症によるもので
はその内容が異なります。この違いを見極めることが、認知症の早期発見に役立ちます。

加齢によるもの忘れ 認知症によるもの忘れ

体験したこと 一部を忘れる
例）朝ごはんのメニュー

すべてを忘れている
例）朝ごはんを食べたこと自体

もの忘れの自覚 ある ない

探し物に対して （自分で）努力して見つけようとする 誰かが盗ったなどと、
他人のせいにすることがある

日常生活への支障 ない ある

症状の進行 極めて徐々にしか進行しない 進行する
政府広報オンライン「『認知症』ってどんな病気？」をもとに作成

日常のちょっとした気づきがきっかけに

家族が認知症ではないかと気づいた瞬間は？data 1
％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」注：複数回答から上位項目を抜粋。
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同じことを何度も言ったり、
聞いたりするようになった

置き忘れ、
しまい忘れが多くなった

お金の管理ができなくなった

感情の起伏がはげしくなった

人や物の名前が出てこなくなった

言葉の意味が分からず、
会話がうまくできなくなった

時間がわからなくなった

55.4

29.2

37.2

33.8

23.0

23.0

20.0

「加齢によるもの忘れ」と「認知症によるもの忘れ」の違いdata 2

　早めに医師などに相談し、治療や生活習慣の改善などの対策を行うことで認知症の発症を予防し、進行を
遅らせることができる可能性があります。

● ワンポイント ●
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認知症介護にかかる費用5

　介護費用の負担は、要介護者本人（またはその配偶者）が負担している場合が約6割で最も多く
なっていますが、介護者本人（またはその配偶者）が負担する場合も約3割となっており、日常の介
護をする人が介護費用も負担するケースが多くなっています。
　介護者本人が毎月の介護費用を負担している場合の介護費用については、「負担である」と回答し
ている人が約8割と、多くの人が自分の生計維持に上乗せとなる介護費用に負担感を感じています。

介護者が費用を負担しているケースも…

介護費用の主な負担者は誰？data 1
％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」注：「わからない」を除く

29.2

（自分や自分の配偶者の）
兄弟姉妹 4.1

その他の親族等 2.7

その他 0.8

家族・親族で分担した 3.9

自分や自分の配偶者

要介護者本人や
要介護者の配偶者

59.3

介護費用の負担感data 2
％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」
注：介護費用の主な負担者について
　   「自分や自分の配偶者」「家族・親族で分担した」と回答した人に尋ねています。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

かなり負担である やや負担である それほど
負担ではない

負担では
ない

37.9 40.4 18.0 3.7

負担である78.3％

　自分が認知症になった場合の費用負担についても考えておく必要がありそうです。
● ワンポイント ●

8



　実際に介護を行っている人は、「自分と自分の配偶者」が6割以上を占めていて、「要介護者の配偶
者」や「（自分と自分の配偶者の）兄弟姉妹」を含めるとおよそ8割となっています。
　実際に行っている介護の内容としては、4人中3人以上の割合で「サービス利用の手続きや金銭管
理等」「日常の介護全般（食事・入浴・排せつの介助等）」「通院等の外出時の送迎」といった日々の
介護のほとんどを行っている状況です。

介護者の8割は家族

主に介護をしている人は誰？data 1
％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

自分 自分の配偶者
要介護者の
配偶者

（自分や自分の
配偶者の）
兄弟姉妹

その他の
親族 その他

介護サービスの
スタッフ

（ケアマネジャー、
ホームヘルパー等）

44.2 17.4 10.8 5.4 5.2 14.6 2.42.4

自分と自分の配偶者61.6％

介護におけるあなたの役割は？data 2
%単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」注：複数回答
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サービス利用の
手続きや
金銭管理等

日常の介護全般
（食事・入浴・
排せつの介助等）

通院等の
外出時の送迎

定期的な
訪問・見舞い

その他

認知症介護の担い手6

　どれだけ続くのか先がわからない介護にあっては、家族や親族での役割分担、介護サービスの利用、専門
家への相談などにより、介護がひとりに集中しない工夫が必要です。

● ワンポイント ●
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認知症介護と上手に向き合うには7

　実際の介護で感じた「困ること・負担に感じること」では、半数以上の人が「家を留守にできず、
自由に行動できない／できなかった（56.0％）」と回答しています。認知症の場合、身体機能には
問題のない場合も多く、ちょっと目を離したすきに外にでてしまい、行方不明（徘徊）になってしま
うのではないかと心配してしまうことなどが理由であると考えられます。
　公的介護保険で受けられるサービスでは、およそ3人に2人が「デイサービス」、およそ4人に1人
が「ショートステイ」「福祉用具の貸与・購入」「訪問介護」を利用しています。

一番の悩みは自由に動けないこと

介護で困ることや負担に感じることdata 1
%単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」注：複数回答
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0

31.6

家を留守に
できず、自由に
行動できない／
できなかった

十分な睡眠を
とることが
できない／
できなかった

自分が行っている
介護方法に

自信がもてない／
もてなかった

お金を盗まれた
などの発言により
要介護者から
責められる／
責められた

介護に協力して
くれる人が
いない／
いなかった

行方不明になる
ことが多い／
多かった

要介護者が
自分を認識して
くれない／

してくれなかった

56.0

20.4
16.2 13.2 12.0

5.6

よく利用する公的介護保険サービスdata 2
％単位

エフピー教育出版「令和3年 認知症介護に関する調査」注：複数回答
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デイサービス

ショートステイ

福祉用具の貸与・購入

訪問介護

訪問看護

通所リハビリテーション

訪問入浴介護

62.0

17.4
13.8
12.0

26.8
26.2
25.0

　公的介護保険サービスの有効利用による介護のプロとの役割分担は、介護者の負担軽減に役立ちます。
● ワンポイント ●

12



認知症介護経験者の声10
　認知症介護では、日々、多くの「初めて」を経験していくことになります。ここでは、実際に認知
症のご家族の介護をされている方々の「生の声」をいくつかご紹介します。
※�「経験者の声」は、認知症になっても安心して暮らせる社会の実現を目指しさまざまな事業を行っている（公社）
「認知症の人と家族の会」の会報『ぽ～れ ぽ～れ』に寄せられたものです。

睡眠不足で参っています� 愛知県 Aさん／70歳代 男性

　70歳代の妻は2018年MRI検査の結果、海馬が縮小して

きており、アルツハイマー型認知症が始まっていると言わ

れた。今年（2020年）2月くらいから「傾眠」が現れ、覚

醒しても無気力で意欲がなく、なかなか次の行動に移れな

い。（中略）傾眠が原因で、寝るのが深夜2時から3時くら

い、時には朝方になることがある。急な変化に戸惑うとと

もに、見守りや介助などで睡眠不足で参っている。

自分だけではないとわかっていても
� 三重県 Bさん／50歳代 男性

　80歳代の母は、アルツハイマー型認知症の中期と診断を

受けております。易怒性や暴言癖がひどく、こちらが耳を

おおいたくなります。（中略）こうした介護の苦労は自分

だけではないと頭ではわかっているものの、思わず、こち

らも言葉を荒げることもしばしばあります。

＊「家族の会」は（公社）「認知症の人と家族の会」の通称です。

「ちょっとした物音でもすぐに起きてしま
う」「ちゃんと睡眠はとっていても熟睡し
た感じがしない」という声もありました。

「家族の会＊」について、ほかにも「認知
症の人との接し方や介護の工夫などを聞
いてとても参考になりました」「いろいろ
なことを教えていただくと共に支えられ
介護を続けることができました」といっ
た声もありました。

「傾眠」は、「うとうとしている状態」のこと
です。認知症では、傾眠傾向が強くなること
があります。医師など専門家に相談し、夜間
に寝られない原因がどこにあるのか分析した
うえで対応策を練るとよいでしょう。

認知症介護をしているご家族の方が参加され
る「家族会」には、全国規模の大きな組織か
ら地域の介護施設が主催しているものまでさ
まざまな会があり、介護での苦労を分かち合
い、癒しを感じられる交流の場となっていま
す。

認知症では、認知機能への障害から不安が生
じ、周囲に攻撃的になってしまうことがあり
ます。こうした暴言や暴力行為などは、一番
身近な人に向けられることが多いため、主た
る介護者がつらい立場に置かれてしまいがち
です。周囲の方がよく理解して、支援するこ
とが大切です。

夫から還暦のお祝い� 宮崎県 Cさん／女性

　夫は67歳です。64歳の時に若年性認知症の診断を受け

ました。すぐ「家族の会＊」に入り、月に一度のつどいに

は夫と参加しております。今年（2020年）の2月15日の

つどいはたまたま私の還暦の誕生日で、夫が会員の皆様に

「今日は家内の誕生日です。」と紹介してくれ、「ハッピー

バースデイ」を歌ってくれました。歌の途中から私は涙が

あふれてしまい、他の会員の皆様も感動してくださいまし

た。夫がまだ発症前「お前の還暦は俺が祝ってやる」と

言ってくれたことがありました。あの時の夫の言葉はこの

ことだったのかなと思っています。「家族の会」の方の温か

い拍手に包まれて本当に幸せなひと時でした。
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